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創成教宵における新しい学習モデルの提案
サーキットモデルによるプロジェヲトマネジメントとその評価方法一
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1 はじめに

知識の価値が噌大し、知識をどう利用するか、どう

生み出すかが問われる「知識社会jが到来しつつあると

教育現場で利用可能な新たな学習プロセスモデルと L

て、 「サーキットモデノレJを提案した。

雷われている。そのため価値ある知識をいかに生み出 2 サーキットモデルによる学習プロセスの設計

すかについての関心が高まり 分野を超えて「知識創 サーキットモデルとは、敷田 ・森重が慢案するオ

造jや「創造性jに注目が集まっている。 プンソ ス型のアプロ チで、知識創造のプロセスを

こうした状況の中、新たな知織を生み出すプロセス‘ 摘いたモデJレである 抽.本報告では創成教育のデザイ

つまり学習のプロセスが重要なテーマになってきた。 ンにもこのサ キットモデルが応用できることを示す。

この場合の「学習プロセスjとは、情報の取得 ・解釈 このそデノレは「庖を開く(Openingsto陀 )J、「ネットワー

活用を吉むプロセスでありu、ある知識を学ぶ、つまり クの形成(Networking)J、「成果の尭倍 (Presentation)J.

知識の伝達が中心の従来の「教え込み」ではなく、 f知識 f評価の形成(Evaluation)jの4つのフェーズと、 「学習J

創造Jを基本としている。工学教育に島近取り入れられ のコアで構成されている(1i<I1)0 

ている「創成教育Jや「自IJ成科目jもこの流れの中に位置

づけることができる。

創成教育に関しては、教育現場での取り組みが進め

られ、 PBL手法を用いた個別の成果や工夫も生み出さ

れている。しかし従来型の学習と比べ、創成教育での

学習は問題の琵見 ・解決 ・提案というプロセスを11"1視

し、 『解がひとつでなし、Jことや、チームによる学習(組

織学習)を念頭に飽いているので、学習プロセスを一般

化したり、共有したりしにくいという特性を持ってい

る.そのために、個々の指導者の経験やノウハウに頼

って、学習プロセスを段計することが多かった.

そこで本報告では、知識を創造することに着目した

うえで、知識伝遺型ではない創造的な学習を進める際

に個人やチームで利用できる学習モデノレの検討を行い、
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図 1 知識創造の OPENサーキットモデル

モデルは一般に、「庖を聞く」からスタートする(図の

右下のフェーズ①)0ここではグループ竿習を念頭に世

いて説明する.まずJ苫を聞くとは、各個人が持つ知識

が相互認織できるように、学習のf場jで聾f書されるこ

とである.



このような複数の「応(知識)Jが聞くと、知徹相互のネ

ットワークが形成され(フェーズ②)、それは聞いた底、

つまり知識を控惜したメンパ 聞で共有される.それ

を編集し直すことで学習が進む(モデルの「学習コ

ア」の段階)。ここでの学習は、既存の知識を組み替え、

新たな知識を創り出す「由11造jである.しかし、この段

階では外部からは何も認識できない.外部から見える

成果すなわち「形」に変換して、さらに尭信することで、

外部からも内審が見えるようになる(フェーズ③L通常

これは、罪者や論文レポートなどの闘に見える「形式

知jの形をとる。その結果、成果は可視化され外部か

ら評価が可能になる(フェーズ(j)).外部者が『形Jを評価

した結果、それに費同できると考えれば、新たな善参加l

者としてプロセスに加わる(再び 「学習コアJ).ただし、

この場合の学習は何かを創造することではなく、発信

された成果町内容を理解することであり、従来型の学

習で必要とされる「知醸の理解Jである。そして外部者

の持つ新たな知識を加え、一段高い肱のサイクルに入

る(一段高いレベルのフェーズ①に戻る).

このサーキットモデルをわかりやすくするために、

大学での研究活動に当てはめて説明する。研究活動の

スタートは、学生たちがゼミや研究室に配属されてき

た時に始まる。配属が決まった学生は、研究室の中で

興味がある分野や今までに学んだことを尭信するが、

そこではすでに、大学院生や教員がゼミ活動などで、

知識を尭信している(フェーズ①)。発信された知織はお

Eい認識できるので、研究室内で共有される(フェーズ

②L メyパーが共有した知識を利用して、実験や議論

の中で学習が進められる。ここで知識の組み合わせを

変えたり、実験で得られた新たな蜘見と組み合わせた

りするf再編集jが起き、成果として結品する(知説が生

み出される学習コア).それはメ yパー以外の者にも理

解可能な『形Jに加工され、発信される(フェーズ③L研

究活動では聖表や論士ポスタ のf形jをとるが、最

後に提出する論文だけが「形Jとしての成果ではなく、

ゼミでの報告や中開発表をはじめ、ちょっとしたグラ

フや表、短い報告までおよそ、雷時化 可視化された

ものはすべて成果である.

そして成果が具体的な形として、メンパ 以外にも
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見えるようになり、評価できるようになる(フェーズ(j))。

提倍された成果が高く評価されれば、アドバイスが得

られたり、何らかの支援が得られたりすることは多い。

一般化したサーキットモデルでは、モデルの2周目に

入る時に、新たな知敵を持った外部者が現れるが、研

究の場合には知識そのものが、アドパイスや示唆の形

でサーキットモデルのプロセスに入ってくる。

このようにして、成果の控信と評価が進めば、新た

な知識を得て、 一段レベルの高い止のサーキットに入

ることができる。研究はポジティプサイクルに入り、

スパイラノレ状にそのレベルが上がっていく.以上のよ

うな創成科目のサーキットモデルを図2に示す。
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図2 創成科呂田OPENサーキットモデル

3 結論

以上のように本報告では、創成教育の新たな学習モ

デルを提案した.知徹創造プロセスのグランドデザイ

ンを揃くサーキットモデノレは、創成科目の学習を進め

る学生に対して学習の主体操を明快に説明し、創成科

目のビジョンを共有できると考えられる.
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